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1. 目　的

先天性心疾患の幼少期に行う根治術に使用する導管付き
の自己組織肺動脈弁（バイオバルブ）を開発している 1)。
この弁は自己組織で構成され成長が望まれるが，弁葉部分
の成長については未解明である。そのため，導管径のみ成
長しても機能するよう，弁葉の設計に工夫を加えている。
本研究では導管径や血流量が変化した時の弁機能を模擬循
環回路で評価し，バイオバルブの成長追従性を明らかにす
ることを目的とした。

2. 方　法

弁形状の間隙を持つ鋳型にステントを内挿し，ヤギの皮
下に約3ヶ月間埋込み，間隙に生体組織を新生させ，鋳型
を除去してバイオバルブを作製した。右心系の模擬循環回
路（図1）を構築して弁機能を評価した。弁機能は弁の前後
で圧力と流量を計測し，圧較差と逆流率を指標として評価
した。右心室圧と肺動脈圧を正常値の範囲内となるように，
1回拍出量と総水量および液位を調整した。成長に追従す
ることを評価するために，【条件1】導管径を20 mmに固定
して，流量を1，2，3，4，5 L/minに変化させ，【条件2】流量
を5 L/minに固定し，導管径を20，22，24，26 mmに変化
させた。

3. 結　果

【条件1】ではどの流量においても，圧較差は基準値を満
たした。逆流率は1 L/minで基準値をわずかに上回ったが，

それ以外は満たした。【条件2】で圧較差が径の増大につれ
て減少し，逆流率は増加したが基準値は満たした。

4.  まとめ・独創性

本研究では改良したバイオバルブについて，新たに構築
した右心系の模擬循環回路を用い，成長に伴う導管径や血
流量の変化に対し，圧較差および逆流率が ISOとガイドラ
インの基準に適合するかを実験した結果から，ほとんどの
条件下で圧較差と逆流率は ISOとガイドラインの基準内で
あり，バイオバルブに高い成長追従性があることを明らか
にした。
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図１　使用したバイオバルブと模擬循環回路


